
(1) 担当支部： 福井支部 10996
分水嶺区分 2004年 5月 27日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
井上　泰利 10996
立川　義秋 13864
岸本　トシエ 13871
大和　康郎 13872

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 大谷山登山口 135 59 35 29 30.3 581
分水嶺到達点 大谷登山道分岐 135 59 35 29 29.6 719 0:25 A-1
W140 大谷山 136 0 35 29 42.5 804 0:23 A-1
W139 粟柄越 136 1 35 31 1.0 756 1:23 A-1
W138 赤坂山 136 1 35 31 12.4 820 0:22 A-1
　
　
　
分水嶺離別点W137 三国山 136 1 35 31 46.7 878 1:25 B-2
歩行終了点 折戸谷林道終点 136 1 35 32 27.6 480 1:35 B-1,B-2

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

W140 八十千 ３ 東10°
W138 赤坂山 ４ 真北
W137 三国山 ３ 東8°

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

車両4台に分乗して移動、折戸谷林道終点に2台を残置（歩行終了点）、残り2台で粟柄峠に移動（歩行開始点）
粟柄峠より大谷山登山道を利用し、前回の分水嶺到達点移動し、そこから三国山にかけて分水嶺踏破する。
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中山 　勇

会員番号：井上　泰利
(3)山行日：大谷山分岐～W140大谷山～W137三国山
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事務局整理記入欄 福井-8
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4.ぶなを主とした、自然林

良
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7.明王の秀と三国山の間の分水嶺は登山道より大きくずれて、潅木の中に入る。ほぼ、県境に沿っている。
6.明王の秀は樹木はなく、崩れ易い岩
5.風の通り道で、笹を主とした植生

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

9.大谷山～粟柄越は、近年地元の山岳会により登山道が作られた。ほぼ、分水嶺に沿ってつくられている。

8.尾根筋の前半（送電線迄）は良く踏み込まれた登山道、後半はかなり荒廃した昔の作業道である。

　あるが、この間には県境の山票も見当たらない。山票は前回調査の尾根筋に存在する。

11.1 8
5時間33分総歩行時間（休憩時間を除く）：

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

非会員

1.前回の調査（山行報告書 福井＝06）で、「登山口～大谷登山道分岐は分水嶺ではない」事が判明している。国土地理院地図の県境で

　尾根筋から歩行終了点（駐車位置）までは、藪漕ぎで下山。

3.粟柄越（あわがらごえ）を横断する形で、関西電力の送電線が走っている。
2.岩の中をくり貫いて、お地蔵さんが祭ってある。


